
科目 母性臨床看護 

時期 2年次後期 単位数 1単位 実務経験 

担当教員 

栗林 美登里 

小林 由加理 

田中 裕紀子 

時間数 30時間 
○ 

（助産師） 

目的 

妊娠・分娩・産褥期にある母子と家族への援助を行うために必要な知識・技術を学ぶ 

目標 

1.妊娠期の生理および経過と看護を理解する。 

2.分娩期の経過と看護を理解する。 

3.新生児期の生理および経過と看護を理解する。 

4.産褥期の経過と看護を理解する。 

5.周産期各期における異常と看護を理解する。 

 

学習内容 1. 妊婦の看護、分娩予定日 

2. 妊娠中期のスクリーニングについて 

3. 分娩期における看護 

4. 妊娠の異常と看護 

5. 分娩期における看護 

6. 新生児の観察 

7. 分娩の異常と看護 

8. レオポルド、沐浴、計測（演習） 

9. 分娩期のまとめ 

10. 新生児の異常と看護 

11. 胎盤の計測、母乳、看護での指導について 

12. 産褥期における看護 

13. 助産録からのアセスメント 

授業形態 講義、演習 

教材 

系統看護学講座 専門 母性看護学［2］母性看護学各論 医学書院 

印刷資料  

 

評価 

終講試験 

 

 


